
講師名  山増 智子   

講師紹介（自己紹介） 

子どもから社会人、高齢者まで広くアート（美術）のチカラを通

して五感を刺激し感性を豊かにする臨床美術に「これだ！」と思

い資格を 2011年に取りました。実績としては高齢者施設に 8年実

施、現在は放課後子供教室や市内施設の企画等で実施しています。

今後は在宅介護向けにも実施を検討しています。 

（日本臨床美術協会 臨床美術士 4級） 

＊『臨床美術』及び『臨床美術士』は、日本におけるTOPPAN芸造研株式会社

の登録商標です。 

 

講座名  たまねぎをつくる  （立体） 

 

講座のアピール（講座の狙い、特徴、得られる効果など具体的に） 

たまねぎの模様、色、手触りを感じ、立体の表現します。たまねぎの形作りと形に合

わせた色の表現がポイントになるプログラムです。典具帖和紙を重ねて貼ることで水

彩画のような色の変化を楽しみます。 

典具帖和紙（てんぐじょうわし）は、「カゲロウの羽」とも称される、世界一薄くて丈夫な和紙です。わずか

0.02mm という極薄ながら強靭な繊維を持ち、主に文化財の修復やクラフトに使用されます。 

 

 

講座内容（講座各回の内容を具体的に） 

1． 進行役、受講生 自己紹介 （＊講師でなく、進行役と説明） 

2． 参考作品を観ながら、概要説明をする。（たまねぎについて話す） 

3． たまねぎの形をつくる。（新聞紙、マスキングテープ、麻ひも、粘土） 

4． 和紙を貼る（たまねぎの中身の色、筋、かわなど色の和紙を貼る） 

5． 完成した、たまねぎを置く台紙を選び、サインをする。 

6． 皆さんの作品を鑑賞する。 

 

 

受講者に持参してもらう物 

作品を持って帰る袋、箱など（糊が乾いていなし状態） 

 

その他（使用する教材など） 

粘土（アーチスタファルモ）・和紙（典具帖和紙ほか）・水溶き糊（ヤマト糊）・台紙（色画用紙） 

 

※１ ホームページに掲載して受講生が講座選択するのに使用 

※２ 掲載可能な写真（講師顔写真や、作品の写真など著作権法に抵触しないもの）があれば 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真掲載 
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ペース ※２ 


